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平成 26年度施政方針と予算 

強く  やさしく  楽しい  田園都市みとよ

政方針と予算 

合併特例債で　 大型建設事業に着手
  

市
政
運
営
の
所
信

日
本
経
済
は
、
デ
フ
レ
に
よ

る
長
く
厳
し
い
経
済
状
況
が
少

し
好
転
す
る
兆
し
が
見
え
、
国

民
の
期
待
が
ふ
く
ら
み
始
め
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
我
々
は
浮

か
れ
て
い
る
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
最
大
の

テ
ー
マ
で
あ
る
第
3
の
矢
と
言

わ
れ
る
規
制
緩
和
は
い
ま
だ
さ

し
た
る
進
展
が
見
ら
れ
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
、
国
の
借
金
が

1
’0
0
0
兆
円
を
超
え
る
中
、

国
会
議
員
の
定
数
削
減
問
題
も

含
め
、
政
府
の
財
務
体
質
改
革

の
動
き
は
忘
れ
去
ら
れ
た
よ
う

に
全
く
見
え
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
地
方
分
権
の
動
き
に
お
い

て
は
逆
行
し
て
い
る
感
さ
え
あ

り
ま
す
。
景
気
回
復
と
行
政
コ

ス
ト
の
徹
底
し
た
削
減
は
、
今

日
の
日
本
で
は
両
輪
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
中
、
本
市
に
お
い

て
は
、
準
備
を
進
め
て
き
た
次

世
代
に
向
け
て
の
投
資
を
始
め

ま
す
。
ま
ず
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
生
命
・
財
産
の
保
護
を
最
優

先
課
題
と
と
ら
え
、
危
機
管
理

セ
ン
タ
ー
を
市
役
所
隣
に
建
設

し
、
危
機
管
理
課
を
新
設
し
ま

す
。
併
せ
て
、
分
散
し
て
い
る

行
政
機
能
を
集
約
し
、
情
報
共

有
と
行
政
効
率
を
上
げ
て
い
き

ま
す
。
今
後
予
想
さ
れ
る
厳
し

い
財
政
状
況
に
対
応
し
、
行
政

運
営
の
効
率
化
と
自
主
・
自
立
・

共
生
の
市
民
力
を
活
か
す
地
域

内
分
権
の
さ
ら
な
る
進
展
を
図

り
ま
す
。

本
市
発
足
後
、
向
こ
う
10
年

間
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
し

た
「
三
豊
市
新
総
合
計
画
」
は
、

前
期
5
年
間
の
着
実
な
実
行
に

よ
り
一
定
の
成
果
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
前

期
5
年
間
の
折
り
返
し
地
点
を

過
ぎ
た
今
年
、
こ
れ
ま
で
の
成

果
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
5

年
間
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
な
る「
後
期
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
そ
の
実
現
に
向

け
、
三
豊
市
新
総
合
計
画
で
示

し
た
6
つ
の
基
本
目
標
に
基
づ

い
て
施
策
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、
今
、
本
市
が
直
面
し
て
い

る
困
難
や
課
題
を
成
長
動
機
と

し
て
捉
え
、
そ
れ
を
乗
り
越
え

る
た
め
の
成
長
戦
略
を
今
年
度

の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
次
の
と
お
り
で
す

 ①
公
共
サ
ー
ビ
ス
へ
の
市
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民
間
企
業
の
参
加

を
加
速
す
る

 ②
官
民
連
携
等
の
手
法
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
公
共
施
設
再

配
置
の
実
行

 ③
市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
危
機
管
理
体
制
の
構
築

 ④
市
民
自
ら
が
行
う
ま
ち
づ
く
り
活
動
拠
点
の
整
備
検
討

 ⑤
企
業
立
地
推
進
に
よ
る
雇
用
の
場
の
確
保
と
地
域
ブ
ラ
ン
ド

の
発
信

 ⑥
子
育
て
支
援
の
さ
ら
な
る
充
実
と
、
地
域
と
学
校
の
教
育
力
の

向
上

  

当
初
予
算
の
概
要

合
併
以
来
、
進
め
て
き
た
福

祉
、
教
育
の
充
実
に
加
え
、
危

機
管
理
機
能
の
向
上
の
た
め
、

今
年
度
か
ら
、
大
型
建
設
事
業

に
合
併
特
例
債
の
利
用
を
図
り

な
が
ら
着
手
い
た
し
ま
す
。
政

策
的
に
重
要
な
事
業
に
つ
い
て

は
、
徹
底
し
た
コ
ス
ト
意
識
を

も
っ
て
取
り
組
み
、
関
係
機
関

と
の
協
議
が
整
い
し
だ
い
、
各

定
例
会
ご
と
に
審
議
を
お
願
い

し
て
ま
い
り
ま
す
。

た
だ
、
今
後
は
合
併
特
例
の

消
え
る
交
付
税
一
本
算
定
へ
向

か
っ
て
ま
い
り
ま
す
し
、
合
併

特
例
債
は
有
利
な
起
債
と
は
い

え
、
負
債
は
大
き
く
拡
大
し
ま

す
の
で
、
次
世
代
に
大
き
な
負

担
を
残
さ
な
い
よ
う
、
財
政
運

営
に
問
題
を
来
た
す
よ
う
な
大

規
模
な
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、

状
況
の
変
化
に
応
じ
て
計
画
の

凍
結
や
見
直
し
も
含
め
て
慎
重

に
検
討
を
行
い
、
財
政
運
営
を

重
視
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
方
針
の
下
に
編

成
し
た
平
成
26
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
は
、
歳
入
歳
出

3
1
2
億
8
千
万
円
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
以
下
新
総
合
計
画

に
示
す
6
つ
の
基
本
目
標
ご
と

に
、
そ
の
概
要
を
ご
説
明
申
し

上
げ
ま
す
。

3 月定例会の初日に、横山市長は平成 26 年度の施政方針を述べ、次
の 5年間の新たなまちづくりの指針の実現に向けた施策を訴えました。
平成 26年度の一般会計当初予算は 312 億 8千万円で、危機管理セン
ターの建設など次世代に向けた投資を行っていきます。

7町の推進隊がfacebookを開設

新しい公共を担う核となる

保育室が増築予定の高瀬中央保育所

危機管理センター完成予想図

次世代に向けた投資

まちづくり推進隊
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「
雇
用
の
場
の
確
保
」
を
求

め
る
強
い
市
民
ニ
ー
ズ
と
、
一

方
で
人
手
不
足
を
な
げ
く
市
内

の
地
元
企
業
や
立
地
企
業
が
あ

る
と
い
う
、
相
反
す
る
現
状
が

三
豊
市
内
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
地
元
企
業
が
持
つ
高
い

技
術
力
や
、
企
業
が
必
要
と
す

る
雇
用
情
報
に
つ
い
て
、
広
く

発
信
で
き
る
よ
う
関
係
機
関
と

連
携
し
、
市
行
政
か
ら
も
市
内

外
に
向
け
て
情
報
発
信
に
努
め

ま
す
。

企
業
の
振
興
対
策
と
し
て
は
、

引
き
続
き
、
企
業
立
地
優
遇
措

置
の
充
実
強
化
に
努
め
、
事
業

所
間
の
交
流
・
情
報
交
換
機
会

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
新

産
業
の
創
出
を
行
う
た
め
産
学

連
携
の
支
援
も
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。

古
く
か
ら
地
域
を
支
え
て
き

た
農
林
水
産
業
に
つ
い
て
は
、

担
い
手
や
後
継
者
の
不
足
、
こ

れ
に
伴
う
耕
作
放
棄
地
や
荒
廃

森
林
の
増
加
が
進
む
中
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
へ
の
参
加
や
長
く
米
穀
の
価

格
維
持
を
目
的
に
続
け
ら
れ
て

き
た
減
反
政
策
が
段
階
的
に
廃

止
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
農
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
転
換
期

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

足
腰
の
強
い
農
業
基
盤
を
確

立
す
る
た
め
に
も
、
今
年
度
、

三
豊
市
の
今
後
10
年
間
の
農
業

の
指
針
と
な
る
農
業
振
興
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。

担
い
手
の
育
成
・
確
保
、
耕

作
放
棄
地
対
策
や
、
新
た
に
農

業
に
取
り
組
む
新
規
就
農
者
の

支
援
な
ど
、
よ
り
有
効
な
農
業

振
興
施
策
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
近
年
急
速
に
問
題
化
し
て

い
る
、
有
害
鳥
獣
の
新
た
な
駆

除
対
策
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
若
い
農
業
者
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
6
次
産
業

化
、
農
商
工
連
携
の
推
進
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
も
進
め
、
三

豊
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
農
産
物

の
販
路
拡
大
と
商
品
開
発
に
つ

い
て
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

市
内
企
業
の
さ
ら
な
る
振
興

の
た
め
、
新
た
に
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
・
地
域
経
済
活
性
化
事
業

に
取
り
組
み
ま
す
。

「
が
ん
ば
る
企
業
応
援
事
業

補
助
金
」
に
つ
い
て
も
継
続
し

て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
若
者

の
新
た
な
視
点
も
取
り
入
れ
な

が
ら
学
術
機
関
と
政
策
研
究
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

観
光
基
本
計
画
を
策
定
し
、
食

と
癒
し
に
着
目
し
な
が
ら
観
光

振
興
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

昨
年
、
粟
島
で
開
催
さ
れ
た

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
を
契
機
と

し
、
ア
ー
ト
を
取
り
入
れ
た
楽

し
く
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た

め
ま
ず
、
三
豊
市
の
統
一
デ
ザ

イ
ン
に
よ
る
観
光
案
内
板
（
行

政
看
板
を
含
む
）
の
整
備
を
行

い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
三
豊
市
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
強
化
に
努
め
、
関
東
、

関
西
の「
三
豊
市
ふ
る
さ
と
会
」

と
の
連
携
や
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
サ

ミ
ッ
ト
を
は
じ
め
都
市
間
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
ま
た
生
産

者
と
一
緒
に
な
っ
た
ト
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
を
行
い
、
市
内
生
産
物

の
販
路
拡
大
等
に
加
え
、
知
名

度
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を

さ
ら
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

3
年
を
時
限
と
し
た
若
者
の

住
宅
取
得
時
の
支
援
は
、
大
き

な
効
果
が
出
て
い
ま
す
の
で
、

効
果
を
見
な
が
ら
26
年
度
は
継

続
し
ま
す
。
空
き
家
バ
ン
ク
事

業
で
、
今
不
足
し
て
い
る
貸
し

手
の
拡
大
に
努
め
、
民
間
活
力

も
利
用
し
た
移
住
・
定
住
人
口

の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
経
済
の
活
性
化
こ
そ
市

民
生
活
や
福
祉
充
実
の
源
流
だ

と
思
い
ま
す
の
で
、市
長
と
市

議
会
の
政
治
テ
ー
マ
と
と
ら
え
、

な
お
一
層
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

活気にあふれ
産業が躍動するまち

豊かな自然と共生し
環境にやさしいまち

2

1

環境・生活

産業・雇用

主な新規事業・重点施策

■三豊市観光コンシェルジュセンター
　人材育成事業　　　　　   7,353 万 2千円
起業支援型雇用創出事業により、コールセンターを誘致
し人材育成を行うとともに市内の雇用創出を図ります。

■産業振興アクションプラン策定事業
540 万円

平成 25 年度に策定した産業振興基本計画を実現するた
め、具体的なアクションプランを策定します。

■住宅リフォーム・地域経済活性化事業
（一般住宅分）2,400 万円

住宅リフォーム工事等の一部を助成することにより、市
民生活環境の向上と地域経済の活性化を図ります。

■地域ぐるみ鳥獣被害防止対策事業
804 万円

地域ぐるみの鳥獣被害防止対策を推進し、防除と捕獲を
組み合わせた取り組みを支援します。

■多面的機能支払事業
3,639 万 9千円

農地や農業用施設を守る共同活動に対して、維持管理活
動に対する支援を行います。

■観光基本計画策定事業　　  453 万 6千円
市の実情に即した観光振興施策を総合的、計画的に推進
するため、観光基本計画を策定します。

市内中小企業の雇用を支援する ｢みとよマーケット｣。
技術力や雇用情報を広く発信します

ダンボールコンポストやエコバックの利用を促進します

西
日
本
で
唯
一
の
バ
イ
オ
マ

ス
産
業
都
市
の
指
定
を
受
け
た

こ
と
を
追
い
風
に
し
て
、
バ
イ

オ
マ
ス
の
利
活
用
に
よ
る
産
業

都
市
、
循
環
型
環
境
都
市
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
重
点

的
に
進
め
ま
す
。

環
境
美
化
運
動
や
自
然
保
護

運
動
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
運
動
、

水
質
保
全
運
動
な
ど
、
市
民
や

事
業
者
の
主
体
的
な
環
境
保
全

活
動
の
促
進
を
行
い
、
ダ
ン
ボ

ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
に
よ
る
ご
み

の
発
生
抑
制
や
18
分
別
の
徹
底

に
よ
る
ご
み
の
資
源
化
を
は
じ

め
、
新
し
い
資
源
化
セ
ン
タ
ー

活気にあふれ産業が躍動するまち

市
民
対
話
集
会

Q
&
A

市
民
対
話
集
会
が
市
内
7

カ
所
で
行
わ
れ
、
今
年
度
は

「
市
長
の
3
期
目
に
向
け
て
の

抱
負
」
と
題
し
て
、
開
催
し

ま
し
た
。
会
場
で
寄
せ
ら
れ

た
皆
さ
ん
の
声
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

 

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

Q
市
長
は
今
回
、
楽
し

い
を
プ
ラ
ス
し
た
が
、

具
体
的
に
何
を
も
っ
て
楽
し

い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

A
楽
し
い
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
を
加
え
た
理

由
の
一
番
は
雇
用
の
問
題
。

三
豊
と
し
て
の
楽
し
さ
を
発

信
し
な
い
と
人
が
増
え
な
い

と
考
え
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ

な
人
と
話
し
な
が
ら
、
い
ろ

い
ろ
な
所
で
楽
し
い
こ
と
を

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
。
今
、
考
え
て
い
る
の
は
、

7
つ
の
町
が
合
併
し
た
後
、

い
ろ
い
ろ
な
看
板
が
バ
ラ
バ

ラ
な
の
で
、
今
後
は
看
板
を

一
斉
に
見
直
し
、
同
じ
三
豊

の
イ
メ
ー
ジ
の
も
の
に
取
り

換
え
て
統
一
感
を
だ
し
、
明

る
い
な
、
楽
し
そ
う
や
な
あ

と
思
え
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

 

危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
の

 

建
設
に
つ
い
て

Q
建
設
費
用
は
い
く
ら

か
。
ま
た
財
源
は
ど

こ
か
ら
く
る
の
か
。

A
庁
舎
の
東
側
に
建
設

予
定
で
、
事
業
費
は

用
地
の
取
得
も
含
め
、
約
16

億
円
程
度
で
あ
る
。
平
成
26
、

27
年
度
の
2
カ
年
で
、
建
設

を
予
定
し
て
い
る
。
財
源
に

つ
い
て
は
合
併
特
例
債
と
積

み
立
て
て
い
る
基
金
も
充

て
る
こ
と
で
計
画
し
て
い
る
。

26
年
度
で
全
体
の
約
4
割
、

27
年
度
で
約
6
割
の
建
設
を

し
、
外
構
工
事
も
含
め
、
28

年
1
月
頃
に
供
用
開
始
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
る
。
議
会

に
上
程
し
、
議
決
い
た
だ
い

た
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

 

防
災
マ
ッ
プ
な
ど
に

 

つ
い
て

Q
合
併
し
た
と
き
に
市

の
防
災
マ
ッ
プ
な
ど

を
作
っ
た
。
内
容
が
古
く
な

っ
て
い
る
。
見
直
し
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
早
く
見

直
し
、最
新
の
情
報
が
ほ
し
い
。

A 

防
災
マ
ッ
プ
に
つ
い

て
は
、
平
成
25
、
26

年
度
の
継
続
事
業
で
現
在
製

作
中
で
あ
る
。
26
年
度
に
は

完
成
し
、
配
布
予
定
で
あ
る
。

25
年
度

平成 26年度施政方針と予算 
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を
民
設
民
営
方
式
に
よ
り
行
え

る
よ
う
具
体
化
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
レ
ジ
袋
を
削
減

す
る
た
め
、
エ
コ
バ
ッ
ク
の
利

用
促
進
を
図
り
ま
す
。

竹
の
資
源
化
に
関
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
時
間
を
か
け
て
行
っ

て
き
た
産
学
官
で
の
共
同
研
究

開
発
の
成
果
を
い
よ
い
よ
具
体

化
す
る
た
め
、
販
路
の
確
保
等

安
定
し
た
供
給
体
制
づ
く
り
に

も
取
り
組
み
ま
す
。

新
火
葬
場
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
造
成
工
事
が
完
了
次
第
、

本
年
度
建
設
工
事
の
着
手
に
向

け
て
最
小
の
コ
ス
ト
で
実
現
で

き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
安

定
し
た
給
水
確
保
に
努
め
る
た

め
施
設
の
調
査
お
よ
び
適
切
な

修
繕
・
更
新
を
行
う
と
と
も
に
、

災
害
等
に
備
え
た
施
設
の
耐
震

化
を
図
り
、
安
定
的
な
給
水
機

能
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

■エコバック作成事業
616 万 7千円

環境意識の向上とレジ袋の削減を図るため、エコバック
を作成します。

■塵芥処理事業
7 億 6,486 万 1千円

ダンボールコンポスト材料を支給するなど家庭系ごみの
排出を抑制し、18種類に分別することで、資源として再
利用の促進を図ります。

■三豊市基盤地図情報整備事業
1 億 627 万 2千円

三豊市地形図データの統合整備を行い、行政事務の効率
化や学校、自治会等への展開により住民サービスの向上
を図ります。

■総合防災マップ作成事業　800 万円
現防災マップのデータ更新と新たに地震・津波災害情報
等を加え、避難区ごとの避難計画を策定します。

■災害時特設公衆電話設置工事　77 万円
NTT 西日本と共同で、災害時に優先電話として使用で
きる特設公衆電話を主要避難所に設置します。

近
年
多
発
す
る
竜
巻
や
異
常

気
象
に
よ
る
被
害
や
、東
南
海
・

南
海
地
震
な
ど
の
大
規
模
地
震

の
発
生
予
想
を
踏
ま
え
、
危
機

管
理
体
制
の
強
化
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

ま
ず
、
自
主
防
災
組
織
の
育

成
強
化
と
し
て
、
自
治
会
単
位

で
の
自
主
防
災
組
織
の
組
織
化

や
組
織
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

避
難
体
制
に
つ
い
て
は
、
総
合

防
災
マ
ッ
プ
・
津
波
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
・
配
布
、
出
前

講
座
、
広
報
活
動
の
推
進
、
災

害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
体

制
の
充
実
、
資
機
材
等
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

地
域
を
守
る
防
災
士
の
育
成
に

取
り
組
み
、
自
主
防
災
組
織
と

の
連
携
促
進
を
進
め
ま
す
。

い
ざ
有
事
の
際
に
は
、
情
報

収
集
の
一
元
化
と
指
揮
系
統
の

一
元
化
が
最
も
重
要
で
す
。
そ

れ
を
実
現
し
て
被
害
の
最
小

化
を
図
る
た
め
、
危
機
管
理

セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
す
。

人
々
が
支
え
あ
い

健
康
で
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち

■高瀬中央保育所増築工事　3,601 万 8千円
高瀬中央保育所の入所児童数増による保育室不足を解消するため、保育室
の増築工事を行います。

■障害者計画・障害福祉計画策定事業　252 万 7千円
障害者施策を総合的、計画的に推進するため、第３期障害者計画および
第４期障害福祉計画を策定します。

■子育て応援サービス券支給事業　304 万 3千円
サービス券の利用できる年齢を拡大し、子育て支援の充実を図ります。

超
高
齢
化
社
会
の
到
来
を
踏

ま
え
、
市
民
の
健
康
寿
命
を
平

均
寿
命
に
近
づ
け
る
た
め
の

「
先
手
の
福
祉
」
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

地
域
医
療
の
充
実
を
図
る
た

め
、
市
立
病
院
・
診
療
所
、
三

豊
総
合
病
院
の
運
営
体
制
の
強

化
お
よ
び
相
互
の
連
携
強
化
を

行
い
、
健
康
づ
く
り
の
分
野
別

目
標
数
値
の
達
成
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。
市
民
ニ

ー
ズ
の
最
も
強
い
認
知
症
予
防

に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
民
間

団
体
や
病
院
と
協
力
し
て
モ
デ

ル
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

介
護
予
防
事
業
の
推
進
と
し

て
は
、
要
介
護
状
態
等
の
予
防

と
悪
化
の
防
止
、
改
善
に
向
け

た
介
護
予
防
の
推
進
に
も
努
め

ま
す
。

ま
た
、
三
豊
市
が
重
点
施
策

で
取
り
組
ん
で
い
る
子
育
て
支

援
は
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
や
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

事
業
を
は
じ
め
と
す
る
支
援
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
母
性
な
ら
び
に
乳
幼
児
等

の
健
康
の
確
保
お
よ
び
増
進
を

行
い
、
食
育
の
推
進
、
思
春
期

保
健
対
策
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

要
保
護
児
童
の
早
期

発
見
な
ど
、
き
め
細
や

か
な
取
り
組
み
の
推
進

を
図
る
た
め
ひ
と
り
親

家
庭
や
障
が
い
の
あ
る

子
ど
も
へ
の
支
援
、
児

童
虐
待
の
防
止
お
よ
び

早
期
発
見
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
か
ら
本

格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
に
向
け
て
、
幼

児
期
の
学
校
教
育
・
保

育
・
地
域
で
の
子
育
て

支
援
を
総
合
的
に
検
討

し
ま
す
。

県
内
初
の
事
業
と
し

て
実
施
し
て
い
る
子
育

て
応
援
サ
ー
ビ
ス
券
支
給
事
業

は
、
３
歳
ま
で
を
、
３
歳
の
誕

生
日
が
き
た
年
度
末
ま
で
に
拡

大
し
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
一
般
不
妊
治

療
費
助
成
事
業
に
も
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
中
学
卒
業
ま
で
の
医
療
費

を
引
き
続
き
助
成
し
ま
す
。

人々が助け合う
安全・安心なまち

3

4

安全・安心

医
療
・
健
康
・
福
祉

主な新規事業・重点施策

主な新規事業・重点施策

主な新規事業・重点施策

豊かな自然と共生し
環境にやさしいまち

人々が助け合う安全・安心なまち

人々が支えあい健康でいきいきと暮らせるまち

英
語
教
育
に
つ
い
て
は
ど

の
会
場
で
も
多
く
の
質
問
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
大
勢
の
市

民
に
、
関
心
が
高
い
テ
ー
マ

の
よ
う
で
し
た
。

 

英
語
教
育
に
つ
い
て

Q
子
ど
も
の
頃
か
ら
英

語
が
し
ゃ
べ
れ
る
と

い
う
こ
と
は
、
非
常
に
大

事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

る
。
実
際
に
実
施
す
る
場
合

に
、
ど
う
い
う
方
法
で
や
っ

て
い
く
の
か
。

A
現
在
、
5
・
6
年
生
は
、

英
語
に
親
し
む
た
め

の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
は
、
そ
れ
を
3
・
4
年
生

で
行
い
、
5
・
6
年
生
は
中

学
校
と
同
じ
よ
う
に
教
科
に

な
っ
て
い
く
。
三
豊
市
で
は
、

本
場
の
英
語
に
ふ
れ
る
機
会

を
ふ
や
す
た
め
、
26
年
度
は
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
な
ど
を
増
員
し
て
各

学
校
を
ま
わ
り
、
充
実
し
て

い
き
た
い
。

Q
担
任
の
先
生
の
技
術

を
向
上
す
る
た
め
に

も
、
教
育
技
術
を
つ
け
る
こ

と
に
も
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

A
先
生
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
、
海
外
経
験

な
ど
が
あ
り
、
英
語
が
話
せ

る
地
域
の
皆
さ
ん
に
助
け
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
子
ど
も
た

ち
の
英
語
力
も
高
ま
る
と
思

う
の
で
、
ぜ
ひ
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
た
い
。

 

統
廃
合
後
の
学
校
の

 

跡
地
利
用
に
つ
い
て

Q
小
学
校
の
跡
地
利
用

に
つ
い
て
、
何
か
決

ま
っ
て
い
る
も
の
が
あ
れ
ば

お
伺
い
し
た
い
。

A
大
変
難
し
い
問
題
で

あ
る
。
一
つ
は
売
却

も
考
え
て
お
り
、
跡
地
利
用

を
考
え
る
と
き
に
厳
し
い

言
い
方
に
は
な
る
が
、
今

後
、
閉
鎖
す
る
公
共
施
設
の

維
持
管
理
費
は
市
は
出
せ
な

い
。
使
う
人
が
維
持
管
理
費

を
出
し
て
使
う
と
い
う
こ
と

が
原
則
で
、
市
民
団
体
で
あ

れ
、
民
間
に
貸
す
場
合
で
あ

れ
同
じ
で
、
箱
浦
小
学
校
の

場
合
、
地
域
で
何
回
も
話
し

合
い
を
し
て
、
現
在
は
公
募

し
よ
う
と
、
準
備
に
入
っ
て

い
る
。

跡
地
利
用
に
関
し
て
は
、

我
々
が
そ
の
都
度
地
域
に
行

き
、
団
体
の
代
表
な
ど
の
皆

さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き

話
し
合
い
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
地
域
の
人
た
ち
が

責
任
を
持
っ
て
使
い
た
い
と

い
う
声
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
し
、
ど
こ
か
企
業
に
き
て

も
ら
う
と
い
う
話
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
。

健康づくりや介護予防など、先手の福祉
の充実を図ります

津波ハザードマップを
初めて作成し、浸水区域
などをお知らせします

（
イ
メ
ー
ジ
図
）

平成 26年度施政方針と予算 
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む　

す　

び

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、

ご
協
力
に
よ
り
、
市
政
運
営

の
任
を
預
か
り
3
期
目
を
迎

え
ま
し
た
。
三
豊
市
も
大
き

な
節
目
で
あ
る
10
周
年
に
向

か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

私
が
掲
げ
る
市
政
の
運
営

方
針
は
、『
明
日
に
向
か
っ

て　

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

強
く　

や
さ
し
く　

楽
し
い

三
豊
を
』
で
す
。
合
併
の
混

乱
期
の
第
一
ス
テ
ー
ジ
を
抜

け
た
三
豊
市
が
第
二
ス
テ
ー

ジ
で
目
指
す
の
は
、
豊
か
な

自
然
と
共
生
す
る
、
開
放
的

で
や
さ
し
い
『
田
園
都
市
み

と
よ
』
で
す
。
ま
ち
づ
く
り

の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
強
く
や

さ
し
く
楽
し
い
」
で
す
。

み
ん
な
が
サ
ポ
ー
タ
ー
の

時
代
で
す
。
支
え
る
側
、
支

え
ら
れ
る
側
の
区
分
は
も
う

あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
人
生

の
可
能
性
に
お
い
て
は
高
齢

者
や
後
期
高
齢
者
と
い
っ
た

よ
う
な
年
齢
に
よ
る
境
界
線

は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
人
生

は
最
期
ま
で
あ
ら
ゆ
る
可
能

性
に
満
ち
て
い
ま
す
。

自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自

分
で
し
て
、
み
ん
な
の
た
め

に
少
し
で
も
役
に
立
ち
ま
し

ょ
う
。
昨
年
の
瀬
戸
芸
で
証

明
さ
れ
た
よ
う
に
、
地
域
の

活
性
化
は
地
域
の
参
加
と
力

で
す
。
地
域
が
頑
張
れ
ば
夢

は
実
現
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
は
、

小
さ
い
な
が
ら
も
7
ヵ
所
で

動
き
始
め
、
市
全
体
と
し
て

み
れ
ば
、
大
き
な
動
き
に
な

り
始
め
て
い
ま
す
。

元
気
な
高
齢
者
が
増
加
し

た
こ
と
に
よ
り
、「
な
に
し

て
く
れ
る
ん
な
」
か
ら
「
な

に
し
た
ら
え
え
ん
な
」
へ
、

時
代
は
ス
テ
ー
ジ
を
進
め
て

い
ま
す
。
明
日
を
切
り
開
く

最
高
の
力
は
、
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
る
こ
と
で
す
。
今

後
も
地
域
内
分
権
を
推
進
し

ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
居
場
所
づ

く
り
で
も
あ
り
ま
す
。
居
場

所
づ
く
り
に
女
性
と
若
者
の

参
加
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
今

後
、
ま
ち
づ
く
り
に
女
性
と

若
者
の
積
極
的
な
参
加
を
求

め
て
い
き
ま
す
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
す
べ
て

行
政
サ
ー
ビ
ス
で
担
っ
て
い

た
時
代
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
と

と
も
に
終
了
し
て
い
ま
す
。

今
後
能
力
の
あ
る
市
民
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ま
ち
づ
く
り
推
進

隊
、
民
間
企
業
等
の
公
共
サ

ー
ビ
ス
へ
の
参
加
を
促
進
し

加
速
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

公
設
民
営
や
指
定
管
理
の
み

な
ら
ず
、
ノ
ウ
ハ
ウ
や
資
金

の
能
力
の
あ
る
と
こ
ろ
は
民

設
民
営
も
促
進
し
ま
す
。
行

政
の
み
な
ら
ず
市
民
や
民
間

団
体
や
企
業
等
で
総
力
を
あ

げ
て
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担

い
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
ち
、
現
場
主
義
の

精
神
で
し
な
や
か
に
邁
進
し
、

引
き
続
き
市
政
運
営
に
あ
た

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
重
ね
て
お

願
い
申
し
上
げ
、
平
成
26
年

度
に
向
け
た
私
の
施
政
に
対

す
る
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平成 26年度施政方針と予算 

ともに考え行動する
自らが創るまち

豊かな心を育み
文化を発信するまち
5

6

教育・文化

人権・住民自治・行財政

山
本
、
財
田
町
の
小
学
校
建

設
に
向
け
た
造
成
工
事
に
着
手

す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
南
部

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
、

三
野
津
中
学
校
屋
内
運
動
場
建

設
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

昨
年
実
施
し
た
、
教
育
施
設

の
非
構
造
部
材
耐
震
調
査
に
基

づ
き
、
小
学
校
か
ら
非
構
造
部

材
の
耐
震
化
を
進
め
て
い
き
ま

す
。こ

れ
ら
ハ
ー
ド
面
の
整
備
の

み
な
ら
ず
、ソ
フ
ト
面
で
児
童
・

生
徒
の
、
特
に
「
し
ゃ
べ
る
」

と
い
う
こ
と
に
着
目
し
て
、
英

語
力
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
建
設
に
伴
い
、

モ
デ
ル
校
を
決
め
て
、
香
川
県

一
の
学
力
、
豊
か
な
人
間
性
な

ど
生
き
る
力
の
育
成
を
重
視
し

次
世
代
に
引
き
継
げ
る
持
続

的
な
財
政
経
営
を
行
っ
て
い
く

た
め
、
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
き
た
公
共
施
設
の
再
配
置
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
そ
の
推

進
方
法
が
具
現
化
し
て
ま
い
り

ま
し
た
の
で
、
今
後
は
、
あ
ら

ゆ
る
手
法
の
検

討
を
加
え
、
積

極
的
に
再
配
置

を
実
行
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
本

市
の
新
し
い

公
共
を
担
う

核
と
な
る
7

つ
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
隊

に
つ
い
て
は
、

自
ら
の
活
動
成
果
の
向
上
を
求

め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
移
行
す
る

団
体
も
出
て
き
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
地
域

で
活
躍
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
が
、

そ
の
に
ぎ
わ
い
を
創
り
出
す
活

動
の
拠
点
と
な
る
場
所
の
創
出

に
つ
い
て
も
検
討
し
、
一
年
を

か
け
て
、
地
域
と
の
話
し
合
い

を
進
め
な
が
ら
、
可
能
な
と
こ

ろ
か
ら
支
所
は
市
民
セ
ン
タ
ー

へ
と
移
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
内
分
権
意
識
の
高
揚
の

た
め
、
広
報
・
啓
発
活
動
を
通

じ
た
意
識
、
知
識
の
向
上
、
地

域
組
織
や
市
民
団
体
へ
の
加
入
、

参
画
促
進
、
リ
ー
ダ
ー
育
成
を

進
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
民
間
企
業
と

同
様
に
、
地
域
組
織
や
市
民
団

体
に
よ
る
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
」

が
順
次
拡
充
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

■小学校施設耐震化推進事業
1 億 9,380 万円

非構造部材等の耐震調査結果により、屋内
運動場の吊天井の耐震化工事を行います。

■学校給食センター建設事業
9 億 8,178 万 4千円

老朽化した複数ある学校給食センター等
の統合を行い、食の安全性の確保と効率
化を図ります。

■三野津中学校屋内運動場
　建設事業

5 億 7,524 万 3千円
老朽化した三野津中学校の屋内運動場の
改築工事を行うことにより、耐震性の確
保を図ります。

■危機管理センター
　建設事業
5 億 8,615 万 7千円
災害時の拠点施設の確保と行
政機能の集約化のため、危機
管理センターを整備します。

■仁尾庁舎改修工事
1,484 万 5千円

公共施設の有効活用のため、
仁尾町総合福祉会館内の団体
が仁尾庁舎に移転するための
改修工事を行います。

主な新規事業・重点施策

主な新規事業・重点施策

豊かな心を育み
文化を発信するまち

ともに考え行動する
自らが創るまち

た
、
地
域
と
保
護
者
と
学
校
が

連
携
し
た
教
育
シ
ス
テ
ム
の
整

備
に
着
手
し
ま
す
。

市
の
歌
は
定
着
し
て
き
ま
し

た
の
で
、
今
年
策
定
す
る
市
を

象
徴
す
る
花
と
木
に
よ
り
、
市

民
の
一
体
感
と
よ
り
一
層
の
統

一
感
を
高
め
ま
す
。

ALTの先生と連携しながら、
｢しゃべる｣ 英語力の向上を図ります

Hi!! How are you?
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26
年
度
の
一
般
会
計
予

算
総
額
は
、
前
年
度
比
25
億

8
’0
0
0
万
円
、
率
に
し
て

9.
0
％
増
の
3
1
2
億
8
千

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

三
豊
市
で
は
、「
豊
か
さ
を
み

ん
な
で
育
む
市
民
力
都
市
・
三

豊
」を
実
現
す
る
た
め
、三
豊

市
新
総
合
計
画
で
6
つ
の
分
野

ご
と
の
基
本
目
標
を
設
定
し
、

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、こ
れ
ま
で
5
年
間
の
新

総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
の
成

果
を
踏
ま
え
、こ
れ
か
ら
の
5

年
間
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
な
る
後
期
基
本
計
画
を

策
定
す
る
と
と
も
に
、計
画
を

具
現
化
す
る
た
め
、26
年
度
か

ら
の
第
6
期
実
施
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、

第
6
期
実
施
計
画
に
掲
げ
る
事

業
を
実
施
す
る
た
め
、大
型
建

設
事
業
に
合
併
特
例
債
を
有
効

に
活
用
し
、積
極
的
か
つ
効
果

的
な
財
源
の
配
分
を
行
い
ま
し

た
。

【
歳
入
】

歳
入
予
算
の
う
ち
、使
い
道
が
決
め

ら
れ
て
い
な
い
一
般
財
源
と
し
て
、主

な
も
の
で
は
市
税
75
億
8
’1
4
8
万

3
千
円（
前
年
度
比
+
0.
9
%
）、地

方
交
付
税
1
0
6
億
5
’0
0
0
万
円

（
前
年
度
同
額
）、地
方
譲
与
税
・
交
付

金
13
億
2
’0
0
0
万
円（
前
年
度
比

+
11.
1
%
）な
ど
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
い
、地
方

消
費
税
交
付
金
が
増
収
見
込
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、市
の「
貯
金
」で
あ
る
基
金
か

ら
の
繰
入
金
は
、11
億
5
’0
3
9
万

8
千
円（
前
年
度
比
▲
35.
1
%
）を
計

上
し
て
い
ま
す
。

一
方
、市
の「
借
金
」で
あ
る
市
債
に

つ
い
て
は
、40
億
5
’8
3
0
万
円（
前

年
度
比
+
83.
3
%
）と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
や

危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
な
ど
大
型
建
設
事

業
に
合
併
特
例
債
を
活
用
す
る
た
め
、

前
年
度
比
で
大
幅
に
増
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

【
歳
出
】

歳
出
予
算
の
う
ち
義
務
的
経
費
で
は
、

人
件
費
は
51
億
2
’4
0
8
万
円（
前

年
度
比
▲
3.
3
%
）、公
債
費
は
28
億

9
’1
1
9
万
8
千
円（
前
年
度
比
▲

3.
1
%
）を
計
上
し
て
い
ま
す
。
職
員

の
定
員
適
正
化
計
画
の
推
進
や
、「
借

金
」で
あ
る
市
債
を
抑
制
し
て
き
た
こ

と
に
よ
り
前
年
度
比
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、扶
助
費
も
32
億
8
’9
0
2

万
円（
前
年
度
比
▲
1.
5
％
）で
、生

活
保
護
扶
助
費
の
減
額
な
ど
に
よ
り
前

年
度
比
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

投
資
的
経
費
は
59
億
6,
7
9
4
万

5
千
円（
前
年
度
比
+
33.
0
%
）で
、

前
述
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
や
危
機
管

理
セ
ン
タ
ー
、三
野
津
中
学
校
屋
内
運

動
場
な
ど
の
大
型
建
設
事
業
の
ほ
か
、

小
学
校
施
設
の
非
構
造
部
材
の
耐
震
化

や
市
道
の
整
備
な
ど
、将
来
世
代
に
と

っ
て
も
利
用
で
き
る
施
設
整
備
の
た
め
、

限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
か
つ
効
果
的

に
配
分
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
経
費
で
は
、補
助
費
等
や

物
件
費
な
ど
に
つ
い
て
は
、し
尿
処
理

の
中
讃
広
域
行
政
組
合
へ
の
委
託
に
伴

う
負
担
金
の
増
額
や
、基
盤
地
図
情
報

整
備
事
業
に
伴
う
委
託
料
の
増
額
な
ど

に
よ
り
、そ
れ
ぞ
れ
増
額
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課　

☎
73
・
3
0
1
0

一
般
会
計
は

対
前
年
比
9.
0
％
増
の

3
1
2
億
8
千
万
円

【用語解説】
歳入
依存財源：国や県から交付されたり、割

り当てられたりする財源（地
方交付税、国庫支出金、県支
出金など）

自主財源：市が自主的に収入できる財源
（市税、使用料、財産収入など）

歳出
義務的経費：その支出が義務づけられ、

任意に節約ができない経費
（公債費、人件費、扶助費）

投資的経費：道路や施設などの整備に使
う経費（普通建設事業費、
災害復旧費）

その他経費：上記以外の経費（物件費、
補助費等、積立金など）

会　計　名 平成 26年度
当初予算額

平成 25年度
当初予算額

国民健康保険事業特別会計 8,714,000 8,500,000

国民健康保険診療所事業特別会計 190,000 205,000

後期高齢者医療事業特別会計 1,858,000 1,818,000

介護保険事業特別会計 7,220,000 6,780,000

介護サービス事業特別会計 101,000 98,000

集落排水事業特別会計 161,000 163,000

浄化槽整備推進事業特別会計 226,000 226,000

港湾整備事業特別会計 20,000 20,000

合　　計 18,490,000 17,810,000

会　計　名 平成 26年度
当初予算額

平成 25年度
当初予算額

水道事業会計 2,214,149 2,559,962

病院事業会計
「永康病院・西香川病院」 1,829,366 1,837,165

合　　計 4,043,515 4,397,127

市税

（+0.9%）

（－1.5%） （－6.5%）

（－1.9%）

（－32.6%）（+9.5%）

（+30.8%）

（+15.6%）

（+15.9%）

（+83.3%）

（－3.3%）

（－2.7%）

（+33.0%）

（+11.2%）

（－1.5%）

（－3.1%）

（+33.0%）

（+6.3%）

（+34.4%）

（+7.5%）

（+2.7%）

（+1.1%）

（+9.0%）

（+9.0%）

（+54.8%）

（±0%）

地方交付税

国庫支出金

各種交付金

地方譲与税
市債

県支出金

自主財源

依存財源

分担金・負担金、
使用料・手数料

諸収入

人件費

積立金、貸付金、投資および出資金、予備費

※（　　　）は前年度予算額との比較です

※（　　　）は前年度予算額との比較です

扶助費義務的経費
その他経費

投資的経費 公債費

普通建設事業費・災害復旧費

物件費

維持補修費

補助費等

繰出金

財産収入、寄附金、
繰入金、繰越金

24.2%

34.9%

312億8千万円

312億8千万円

34.0%

8.5%
65.1%

3.2%
1.0% 13.0%

16.4%

36.1%

19.1%

44.8%
10.5%

9.2%

19.1%
18.7%

11.9%

0.4%

11.3%
2.5%

5.4%
2.7%

3.9%
4.1%

75億8,148万3千円

8億3,207万2千円

12億7,136万6千円

12億2,261万7千円

51億2,408万円

7億5,206万4千円

32億8,902万円
113億429万8千円

140億775万7千円

59億6,794万5千円 28億9,119万8千円

59億6,794万5千円

58億6,050万6千円

1億2,709万8千円

37億3,633万9千円

35億3,175万円

16億9,163万4千円

26億5,252万8千円

10億400万円

3億1,600万円
40億5,830万円

106億5,000万円

109億753万8千円

203億7,246万2千円

歳出

歳入

■特別会計 単位：千円

■企業会計 単位：千円

平成26年度予算
平成 26年度施政方針と予算 
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